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50 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
その弟子たちの墓所です。これはまさに海岸ぎりぎり
のところに置かれていて、津波の直撃を受けて、弟子
たちの墓石はばらばらになりましたが、シアクアラの
墓だけは壊れずに残りました。霊験あらたかというこ
とで津波後に多くの人が訪れています。マレーシアか
らの救援部隊も、アチェ到着後にまずシアクアラの墓
所にお参りしたようです。現在では墓所として整備さ
れています。
　これは、津波に直接関係ないけれど、津波をきっか
けにして再発見された、あるいは社会における位置づ
けが再確認された例だと言えます。私はこのようなも
のも津波ツーリズムの対象だと思いますが、アチェの
みなさんはこれを津波ツーリズムの対象と言ったら
どう思うでしょうか。
　ツーリズムに入るか入らないかという例はほかに
もあります。資料3-8は、トルコ人墓地です。かつてア
チェはトルコと緊密な関係があり、トルコの人々が住
んでいました。その墓地が津波で被害を受け、津波後
にトルコの支援団体が中心になって墓地を再建する
とともに、付近の住宅とモスクを再建しました。
地域に関する情報拠点の再生
――歴史資料館、州立図書館
　バンダアチェ市内の情報拠点としては、津波で大き
な被害を受けたアチェ州立図書館や文書館、そして歴
史資料館があります。歴史資料館は「世界の国々にあ
りがとう」公園のすぐ隣にあって、津波で建物が全壊
してしまい、アチェの歴史に関する資料がすべて失わ
れてしまいましたが、ようやく建物が再建されたとこ
ろです。
　これらの施設は、アチェの人々が世界の中の自分た
ちの位置づけを確認するために歴史文書や文献を整
理しているところであり、それが津波の被害を受けて
情報が失われた後でアチェの歴史をどうやって再構
成するのかにとても関心があり、世界にとっても意義
があると思うので、私は津波ツーリズムでぜひ訪れる
べき場所だと思うのですが、アチェの人々はこれが津
波ツーリズムの対象だと言われたらどう思うでしょ
うか。
　これらのほかに、内陸部にあって津波の被害は直
接受けませんでしたが、アチェ州立博物館もあります
（資料3 -10）。
資料3-8　トルコ人墓地
資料3-9　津波の被害を受けたアチェ歴史資料館
資料3-10　アチェ州立博物館
資料3-11　台湾の支援による復興住宅
51国際シンポジウム／ワークショップの記録
世界からの支援を象徴する建物は
災害復興を考えるヒントになりえる
　アチェの復興過程の特徴は、世界各国から支援団体
が入って大規模な支援活動が行われたことです。その
ことは支援国別の復興住宅によく表れています。バン
ダアチェ市内や郊外には、支援した国や団体ごとに住
宅の形や色が違う復興住宅地がいくつも作られてい
ます。資料3-11のように、中国、台湾、トルコなどの支
援団体が作ったそれぞれ特徴がある復興住宅地があ
ります。これらの復興住宅はアチェが外部社会から支
援を受けて復興したことを示すものですし、将来起こ
るかもしれない別の土地での災害からの復興に対す
るヒントになるかもしれないので、私は津波ツーリ
ズムの対象に入れてはどうかと思いますが、アチェの
人々はどう考えるでしょうか。
　外の世界から支援を受けてアチェが復興したこと
をよく示す別の例として興味深いと思うものをいく
つか紹介します。資料3-12はコカ・コーラのロゴが見
えますが、コカ・コーラの生産工場ではなく、小学校で
す。校舎が津波で壊れて、コカ・コーラの会社が再建し
たため、学校側が感謝のしるしとしてコカ・コーラの
ロゴを校舎にそのままつけたものです。遠くから見え
るところに、しかもコカ・コーラのロゴそのものを貼
りつけているのはたいへん興味深いです。
　また、ホンダが再建を支援したのでホンダのロゴを
つけた診療所もあります（資料3-13）。このようなもの
を津波ツーリズムの対象に含めるかどうかは社会に
よって違うかもしれません。今日の世界では災害が起
こったときに自分たちの共同体内や国内だけでなく、
外の世界からの支援も受けて対応するようになって
いることをよく示しているため、私はこれも津波ツー
リズムの対象に含めてはどうかと思いますが、アチェ
の人々はどう思うでしょうか。
モバイル博物館構想を通じてアチェの
過去、現在、将来をどう語るか考える
　このように、バンダアチェの町には津波の遺物や痕
跡がたくさんあります。また、津波後に作られたもの
や、津波を契機に位置づけが見直されたものもありま
す。こういったものを含めて津波ツーリズムの訪問先
として紹介するのがモバイル博物館の考え方です。そ
の際に、どのサイトを入れるのかを選ぶ必要があるの
と同時に、それぞれのサイトにどのような物語がある
のかを語ることが必要です。
　どのサイトを選んで、そこにあるいろいろな物語の
中からどれを選んで示すのかは、アチェの人々とア
チェの外の人々が協力して行う必要があります。それ
は、いまのアチェをどう語るかということだけでなく、
過去をどう語るか、そしてそれを通じて将来をどう語
るかと関連しているからです。このことについて、今
後、アチェのみなさんとぜひ考えていきたいと思って
います。
　また、今日紹介したのは写真ばかりでしたが、写真
以外の情報としては、音声や動画や文書などいろいろ
なものがあります。それをモバイル博物館にどのよう
に入れるかも考えなければなりません。それについて
は明日以降、このワークショップで一緒に考えたいと
思っています。
資料3-12　コカ・コーラ社が再建した小学校 資料3-13　ホンダが建てた診療所
